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あとがき
　巻頭言には，臨床研究の重要性が強調されている．土台
に基礎研究が存在することは言うまでもない．臨床の場で
見いだした現象を基礎医学で解析し，成果を臨床医学へ還
元する．基礎は臨床をバックアップする．車の両輪であり，
一体であり，区別する必要もない．
　振り返り一跡はどうであろう．残念ながら，基礎で見か
ける臨床医の姿はまれである．貧弱な基礎教室では臨床研
究を支えることも難しいからであろうか．臨床にとっても
大損失である．略法の若い研究者たちは，そうした環境で
他と競わねばならず，大切な資料を検査業者に外注し，は
たまた一線研究所に依存する．しかし，業者は研究者に非
ず，ときに怪しい数値があるやも知れず，他方一線研究所
から帰還する彼らによって古巣に地場産業が育成されたで
あろうか．
　例えば，微生物学教室は感染症に直面した臨床医に対し
て進んで教室を解放してきた．私たちにとっても微生物の
全貌を理解する上で有利であるからだ．微生物本来の姿は
試験管の中にはないのである．わが教室で臨床部門を所有
したいとさえ思う．臨床研究を支えるべき自分の非力を嘆き
つつ，一方で盤石なる基礎教室の確立を思うばかりである．
　とうに具体性をもって議論し合うときがきていると思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水野文雄　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第143回総会は口演とポスター形式で行い，昨年と同様
　にすることとした．
2．臨床懇話会の報告があった．
3．編集方法について種々討議した．
4．原著の取り扱いについて種々討議したが，結論に達せず
　継続審議することとした．
5．医学会基金の活用方法については，次の賞を設けること
　とした．尚，平成11年度の選考委員会を下記により組
　織することとした．
　　投稿論文奨励賞（1件：20万円）
　　候補論文の推薦者：主任教授，診療科長
　　　選考委員会委員長林徹
（平成11年3月）
　　　　委　員　（編集幹事）内野善生，下光輝一
　　　　　　　　（医学会幹事会委員）一色　淳，加藤治文
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　衛，松岡　健
　　医学会奨励賞（1件：10万円，対象：医学会総会の一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　般演題）
　　候補演題の推薦者：座長
　　　選考委員会委員長林徹
　　　　委　員　（当番教室主任教授）勝村俊仁，千葉博茂
　　　　　　　　（医学会幹事会委員）石丸　新，星加明徳
　　　　　　　　　　　　　　　松宮輝彦，渡辺克益
6．平成10年度決算（見込み），平成11年度予算（案）つい
　て説明があった．
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